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気合十分！２年目に突入島おこし協力隊活動報告

　弥生時代は、日本列島で灌漑を伴う本
格的な水稲農耕が始まった時代として知
られていますが、発掘調査や踏査等によ
って、水稲農耕に不向きな山や丘陵で当
時の人々の遺物が発見されることがあり
ます。上島町内でも、そのような例があ
り、岩城島の積善山遺跡と生名島の立石
山遺跡は、その代表です。
　積善山遺跡は、岩城島のほぼ中心に位
置する積善山の山頂部に位置し、山頂か
らは、西条市の八堂山遺跡や香川県荘内
半島の紫雲出山遺跡等の瀬戸内海を代表
する高地性集落を遠望することができま
す。山頂部の北側斜面からは今から約
２千年前の弥生時代中期後葉の凹線文土
器が出土しています。
　立石山遺跡は、生名島北部の立石山の
山頂部に位置し、昭和 50（1975）年の
立石山学術調査によって、後期旧石器時

代のナイフ形石器や古墳時代の須恵器が
出土していますが、出土遺物の多くは積
善山遺跡と同様に弥生時代中期後葉の凹
線文土器です。また、山頂部のわずかな
平坦地を覆う花崗岩群は、石神・磐座・
磐境等から成り、これらは神々や祖先を
祀る祭祀遺跡であると考えられています。
　高地性集落は、主に大阪湾沿岸から瀬
戸内海沿岸の周辺に分布し、その中には
狼煙跡と推定される焼け土を伴う例や、
狩猟用とは思えない大型の石鏃等の武器
の出土がみられる例があります。しかし、
上島町内で確認されている高地性集落で
は、出土遺物や遺構等から現段階では軍
事的機能を証明することはできません。
積善山遺跡と立石山遺跡は、臨海の集落
と密接に関わりながら、海上交通のラン
ドマークとしての機能を備えていた可能
性があります。
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　こんにちは。ゆめしま未来塾の中裏
です。冬の本格的な入りを告げるよう
に黄昏時も早くなり、布団の暖かさが
愛しく朝の目覚めに気合が必要になっ
てきました。昔聞いた話ですが、目覚
めが悪い時は寝ころびながら足を上げ
て空中で足踏みをすれば目が覚めるそ
うです！一度みなさんお試しください。
　さて、我々、ゆめしま未来塾は 11
月１日に正式オープンから１周年を迎
えました。これもひとえに地域の皆様
のお支えあってのことであります。こ
の場をお借りしてお礼申し上げます。
誠に有難うございます。光陰矢の如し
とはまさにこのことで、昨年は本当に
あっという間に過ぎていきました。し
かし、改めてこの１年間を思い出した
とき、活動はしたもののどれだけの方
がその内容を知っているのだろうか…

と、ふと疑問に思いました。考えてみ
ると弓削高校に関わる方以外は我々の
活動がどのようなものなのかを知る機
会も少なく、これは昨年を振返っての
非常に大きな反省点となりました。し
かし、そんな反省をすぐに次に活かす
のが我々ゆめしま未来塾！ 12 月 19
日（水）に公開授業を開催しようと目
論んでおります！詳細は追ってホーム
ページ等で発表いたします。直接お電
話でご連絡いただいてもかまいません
ので、奮ってご参加ください。
　振り返ってみると、本当にこの１年
間は空中で足踏みするかのように手探
り状態での活動ばかりでした。目覚め
のよい２年目を過ごすためにも、気合
十分に足踏みしてまいりたいと思いま
す！改めまして、みなさま２年目のゆ
めしま未来塾、よろしくお願いします。

講師４人の面々
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平成30年度専攻科(海上輸送シ
ステム工学専攻）入学式を挙行
　10月1日（月）午前10時 30
分から、本校第一会議室において、
専攻科（海上輸送システム工学専
攻）入学式が挙行されました。

　式では入学生による宣誓が行
われ、その後、「専攻科は自ら動
けば動くほど成長できます。こ
のあっという間に過ぎてしまう
2年間を意義のあるものにして
いただきますようお願いします」

と井瀬校長が式辞を述べました。
　専攻科入学生2名が、さらに
高度な技術者を目指し2年間の
学生生活のスタートを切りました。

国立モンゴル科学技術大学
交通機械工学校学長が表敬訪問
　本校との間で教育・学術交流
に関する協定を締結している国
立モンゴル科学技術大学交通機
械工学校のダンジフウ・ツォロ
モンバートル学長が、両校間で

11月に実施する国際交流事業に
関する協議等のため10月17日
（水）に来校し、本校の井瀬校長、
野口国際交流推進室長および、
ダワァ・ガンバット電子機械工
学科長を表敬訪問しました。
　当日は学長による学校説明も
行われ、本校の校長、主事・副
校長をはじめとする教職員は熱
心に聞き入っていました。
　今後の国際交流の一層の発展
が期待されます。
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弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

創立 70周年記念式を挙行
　11 月３日（土）に弓削高校
創立 70 周年記念式を行いまし
た。多数の来賓の方、卒業生の
方々と共に 70 周年を祝い、在
校生がこれからも歴史を繋いで
いくことを決意しました。また、
記念講演会を昭和 58 年卒業の
岡山湯原温泉「八景」料理長の
正原聖也氏、記念芸術発表会を
上島町在住の世界的キーボード
奏者デイヴシンクレア氏に出演
していただき、忘れられない一
日となりました。

創立 70周年記念文化祭
　11 月４日（日）に創立 70
周年記念文化祭を行いました。
多数の方に御来校いただき、大
いに盛り上がった文化祭となり

　来年度全国募集を始めるため、
弓削高校は下宿先や食事の提供
をしていただける方を探していま

す。心当たりがあるご家庭は弓削
高校教頭大塚 ( ☎ 77-2021) まで
ご連絡ください。

ました。卒業された先輩方とも
久しぶりに会うことができ、懐
かしいひとときを過ごしました。
またいつでも御来校ください。
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